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     令和２年第１回上里町議会定例会会議録第４号     
  

令和２年３月１１日（水曜日） 

――――――――――――――――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

日程第３０（町長提出議案第24号）令和２年度上里町一般会計予算について 

日程第３１（町長提出議案第25号）令和２年度上里町国民健康保険特別会計予算につ

いて 

日程第３２（町長提出議案第26号）令和２年度上里町介護保険特別会計予算について 

日程第３３（町長提出議案第27号）令和２年度上里町後期高齢者医療特別会計予算に

ついて 

日程第３４（町長提出議案第28号）令和２年度上里町農業集落排水事業特別会計予算

について 

日程第３５（町長提出議案第29号）令和２年度上里町水道事業会計予算について 

日程第３６（町長提出議案第30号）令和２年度上里町下水道事業会計予算について 

――――――――――――――――――――――――――――― 

出席議員（１４人） 

１番 黛   浩 之 君      ２番 髙 橋 茂 雄 君 

３番 髙 橋 勝 利 君      ４番 飯 塚 賢 治 君 

５番 仲 井 静 子 君      ６番 猪 岡   壽 君 

７番 齊 藤   崇 君      ８番 植 原 育 雄 君 

９番 植 井 敏 夫 君     １０番 高 橋 正 行 君 

１１番 納 谷 克 俊 君     １２番 沓 澤 幸 子 君 

１３番 髙 橋   仁 君     １４番 新 井   實 君 

欠席議員 なし 

――――――――――――――――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

町    長 山 下 博 一 君   副 町 長 江 原 洋 一 君 

 教 育 長 埴 岡 正 人  君   総 務 課 長  山 田   隆 君 

  総合政策課長 塚 越 敬 介 君   税 務 課 長  須 長 正 実 君 

  くらし安全課長 望 月   誠 君   町民福祉課長 亀 田 真 司 君 

 子育て共生課長 間々田 由 美 君   健康保険課長 及 川 慶 一 君 
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高齢者いきいき課長 飯 塚 郁 代 君   まち整備課長 富 田 吉 慶 君 

産業振興課長 山 下 容 二 君   上下水道課長 根 岸 利 夫 君 

学校教育課長 高 橋   淳 君   学校教育指導室長 勝 山 寛 美 君 

生涯学習課長 伊 藤   覚 君   会計管理 者 小 暮 伸 俊 君 

――――――――――――――――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

 事 務 局 長 宮 下 忠 仁     主    任 横 尾 慎 也 
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◎開  議 

午前９時１分開議 

○議長（新井 實君） ただいまの出席議員は14名であります。定足数に達しておりますので、

ただいまから散会前に引き続き本日の会議を開きます。 

──────────────────◇────────────────── 

◎日程第３０ 町長提出議案第２４号 令和２年度上里町一般会計予算について 

◎日程第３１ 町長提出議案第２５号 令和２年度上里町国民健康保険特別会計予算について 

◎日程第３２ 町長提出議案第２６号 令和２年度上里町介護保険特別会計予算について 

◎日程第３３ 町長提出議案第２７号 令和２年度上里町後期高齢者医療特別会計予算につい 

                  て 

◎日程第３４ 町長提出議案第２８号 令和２年度上里町農業集落排水事業特別会計予算につ 

                  いて 

◎日程第３５ 町長提出議案第２９号 令和２年度上里町水道事業会計予算について 

◎日程第３６ 町長提出議案第３０号 令和２年度上里町下水道事業会計予算について 

○議長（新井 實君） 日程第30、町長提出議案第24号 令和２年度上里町一般会計予算につ

いて、日程第31、町長提出議案第25号 令和２年度上里町国民健康保険特別会計予算について、

日程第32、町長提出議案第26号 令和２年度上里町介護保険特別会計予算について、日程第33、

町長提出議案第27号 令和２年度上里町後期高齢者医療特別会計予算について、日程第34、町

長提出議案第28号 令和２年度上里町農業集落排水事業特別会計予算について、日程第35、町

長提出議案第29号 令和２年度上里町水道事業会計予算について、日程第36、町長提出議案第

30号 令和２年度上里町下水道事業会計予算について、以上の７件を会議規則第37条の規定に

より一括議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明及び議案の説明を求めます。 

 なお、議案第24号から議案第30号までの説明を求めます。 

 副町長。 

〔副町長 江原洋一君発言〕 

○副町長（江原洋一君） おはようございます。 

 それでは、御提案申し上げました議案第24号 令和２年度上里町一般会計予算について御説

明を申し上げます。 

 初めに、予算編成に対する基本的な方針につきまして御説明を申し上げます。 

 政府は、令和２年度の予算編成の基本的な方針として、経済財政運営と改革の基本方針2018

及び骨太方針2019に基づき、経済・財政一体改革を着実に推進するとともに、2025年度の財政
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健全化目標の達成を目指し、新経済・財政再生計画に定める目安に沿った予算編成を行う、歳

出改革を着実に推進するとの基本的な考え方に立ち、その取組を的確に予算に反映するとして

おります。 

 上里町における令和２年度予算編成に当たりましては、町の将来像である「ひと・まち・自

然が共に輝く“ハーモニータウンかみさと”」の実現に主眼を置くとともに、効果的かつ持続

可能な行財政運営に向けて主要事業の重点配分や、事業規模の見直しなど、歳出予算の適正化

を図ったところでございます。 

 主要事業といたしましては、第５次上里町総合振興計画、上里町まち・ひと・しごと創生総

合戦略に加え、町長公約に関する事業がございますが、令和２年度の大きな特徴といたしまし

ては、神保原駅北口を中心とした道路整備の検討や、上里サービスエリア周辺地区へのアクセ

ス強化に向けたリバーサイドロードの実施設計、児玉工業団地アクセス道路事業の重点実施な

ど、都市づくりの強化について積極的な予算化を行っております。 

 また、令和元年度に実施いたしました神保原小学校、賀美小学校、北中学校の老朽化等対策

工事の終了などにより、教育費が前年度に対し減額となっておりますが、令和２年度において

も長幡小学校老朽化対策工事の実施設計業務や、小中学校の体育館屋外トイレ改修に関する設

計業務などを予算化し、教育環境改善に向け取組を継続いたします。 

 令和２年４月開園予定の上里町立空の杜保育園につきましても、新たに管理運営費を計上い

たしました。上里町の子育て支援の象徴として運営が開始される予定となっております。 

 その他の特徴といたしましては、会計年度任用職員制度の導入により、人件費に関する経費

が増額となっております。また、空の杜保育園建設など、起債事業に対する新たな償還が開始

されることになることから、公債費が前年度に続き増額となっております。 

 これら地方債の償還財源といたしまして、減債基金繰入金１億5,000万円を計上したところ

でございます。このように効率的な地方債の発行と、減債基金の適切な運用によりまして、社

会保障費など町民生活を支えるための財源を確保するとともに、地方交付税総額の維持に努め

てまいります。 

 次に、歳入でございます。 

 国内の経済状況は、ＧＤＰ値が過去最大規模に達するなど長期にわたる回復を持続し、また、

雇用・所得環境が改善し、好循環の前向きな動きが見られるとされております。しかしながら、

相次ぐ自然災害や消費増税、あるいは米中の貿易摩擦など、国の内外における経済の下方リス

クが潜在し、また、終息の見えない新型コロナウイルスの流行により、我が国の経済見通しは

一層不透明感を増しております。 

 県内の経済情勢に目を向けますと、埼玉県経済動向調査によれば、雇用や設備投資など企業
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活動には堅調さが見られるものの、中国経済の動向や、消費増税前の駆け込み需要などの影響

により、生産活動や消費活動の持ち直しには鈍さが見られ、埼玉の経済は、一部回復に向けた

動きに足踏みが見られるとの総合判断がされておったところですが、ここに来て新型コロナウ

イルスの感染拡大が県内経済の懸念材料となっております。町といたしましても、影響を被っ

ている中小企業の皆様への金融支援に県・国と連携して取り組んでおりますが、昨日の知事メ

ッセージもございましたように、新型コロナウイルスの対策は、中・長期的にわたる可能性が

あります。また、感染防止に取り組む上では、経済的な損失はもちろんのこと、町民や関係者

の方々にとってのかけがえのない時を心ならずも奪わざるを得ないこともございます。皆様の

御理解と御協力なしには感染対策は一歩も進まない、そういったことを肝に銘じまして、これ

からも効果的な対策を実施してまいります。 

 さて、令和２年度歳入予算の主な特徴といたしましては、歳入の根幹をなす町税において、

近年の決算状況などを勘案し、前年度並みの38億1,555万6,000円を計上いたしました。また、

消費増税の効果により、地方消費税交付金が大きく増額となっております。その他特徴的なも

のを申し上げますと、分担金、負担金、幼児教育・保育無償化の影響により、前年度比43.6％

の減、国庫支出金が小中学校の大規模改修に係る国庫補助金の終了により、前年度比４％の減、

町債につきましても、小中学校の大規模改修の終了などにより、前年度比9.1％の減となって

おります。 

 なお、税制改正等によりまして、法人事業税交付金や環境性能割交付金などが皆増となって

おります。なお、環境性能割交付金の創設に伴い、自動車取得税交付金は廃款となります。 

 以上が、予算編成に関する基本的な方針でございます。 

 それでは、議案の提案理由説明をさせていただきます。 

 令和２年度上里町一般会計・特別会計予算書の５ページをお開きください。 

 令和２年度上里町一般会計の予算は、次に定めるところによります。 

 第１条歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ88億2,780万円と定め、歳入歳出予算の款

項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」によると規定するものでござ

います。 

 第２条債務負担行為でございますが、地方自治法第214条の規定により、債務を負担する行

為をすることができる事項、期間及び限度額は「第２表 債務負担行為」によると規定するも

のでございます。 

 第３条地方債でございますが、地方自治法第230条第１項の規定により、起こすことのでき

る地方債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表 地方債」によると

規定するものでございます。 
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 第４条一時借入金でございますが、地方自治法第235条の３第２項の規定による一時借入金

の借入れの最高額は５億円と定めるものでございます。 

 第５条歳出予算の流用でございますが、地方自治法第220条第２項ただし書きの規定により、

歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、各項に計上した報酬、給料、職

員手当、共済費及び旅費に係る予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経

費の各項の間の流用とする、ただし報酬及び旅費については会計年度任用職員に係るものに限

ると規定するものでございます。 

 ６ページを御覧ください。 

 第１表歳入歳出予算でございますが、初めに歳入でございます。 

 款１町税につきましては、個人町民税や固定資産税、軽自動車税の増額がある一方で、法人

町民税や町たばこ税の減額の影響などによりまして、前年度より2,302万6,000円減額の38億

1,555万6,000円を計上いたしました。 

 款２地方譲与税は、各譲与税額の見込みから、前年度より540万円増額の１億1,240万円を計

上いたしました。 

 款３利子割交付金から款11地方交付税につきましては、国や県からの情報に加え、令和元年

度の決算見込額などから積算を行っております。 

 款３利子割交付金は、市町村交付金見込額から前年度より210万円減額の170万円、款４配当

割交付金は、前年度より200万円増額の1,200万円、款５株式等譲渡所得割交付金は、前年度よ

り500万円減額の500万円、款６法人事業税交付金は、税制改正により令和２年度より創設され

たものでございまして、2,100万円を計上いたしました。 

 款７地方消費税交付金は、消費増税の効果などにより、前年度より１億円増額の５億6,000

万円、款８ゴルフ場利用税交付金は、前年度と同額の800万円、款９環境性能割交付金は、令

和元年度において自動車取得税交付金に代わり創設されたものでございまして、1,400万円を

計上いたしました。 

 款10地方特例交付金は、前年度より100万円増額の2,000万円、款11地方交付税は、前年度と

同額の９億5,000万円を計上いたしました。 

 款12交通安全対策特別交付金は、近年の収入実績などから、前年度より49万5,000円減額の

531万5,000円を計上いたしました。 

 款13分担金及び負担金は、保育所運営費保護者負担金や放課後児童クラブ保護者負担金が主

なもので、前年度より4,947万7,000円減額の6,403万2,000円を計上いたしました。 

 款14使用料及び手数料は、町営住宅使用料や上里ゴルフ場公園施設管理許可使用料、住民基

本台帳や戸籍事務の手数料が主なもので、前年度より61万1,000円減額の１億５万円を計上い
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たしました。 

 款15国庫支出金は、社会福祉費負担金や児童福祉費負担金、道路事業費補助金などが主なも

のでございまして、神保原小学校、賀美小学校、北中学校の大規模改修の終了に伴い、教育費

国庫補助金が減額となったことなどによりまして、前年度より4,742万9,000円減額の11億

4,662万円を計上いたしました。 

 款16県支出金は、国庫支出金と同様に、社会福祉費負担金や児童福祉費負担金のほか、医療

保険事業に対する基盤安定負担金や農業補助金などが主なものでございまして、幼保無償化に

伴う民生費県補助金の増額などによりまして、前年度より3,280万4,000円増額の７億2,646万

3,000円を計上いたしました。 

 款17財産収入は、前年度より44万1,000円減額の519万4,000円を計上いたしました。 

 款18寄附金は、ふるさと寄附金の増額を見込みまして、前年度より350万円増額の500万円を

計上いたしました。 

 款19繰入金は、項１基金繰入金といたしまして４億5,635万7,000円を計上いたしました。こ

れは、歳入不足額の補塡財源や、建設事業費の財源、公債費の財源などを目的といたしまして、

各基金からの繰入れを行うものでございます。 

 項２特別会計繰入金は、国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療の特別会計からの繰入金

を各1,000円、合計3,000円を科目設定として予算化するものでございます。 

 繰入金の合計は、前年度より2,087万9,000円増額の４億5,636万円となっております。 

 款20繰越金は、１億円を計上いたしました。 

 ８ページを御覧ください。 

 款21諸収入は、町税延滞金などに加え、雑入の埼玉県市町村振興協会市町村交付金や、重度

医療高額医療費返還金などが主なもので、前年度より610万4,000円減額の5,741万円を計上い

たしました。 

 款22町債は、教育債や臨時財政対策債の減額に伴い、前年度より6,460万円減額の６億4,170

万円を計上いたしました。 

 款１町税から款22町債までの歳入合計は88億2,780万円になりまして、前年度より1,770万円

の減額でございます。 

 次に、歳出予算の款項別の金額が９ページからとなってございます。 

 款１議会費は、議員報酬や議会だよりの発行など町議会運営の経費でございますが、令和２

年度におきましては、議場システム賃借料の増額などにより、前年度より307万4,000円増額の

１億836万7,000円を計上いたしました。 

 款２総務費は、一般管理給与費や庁舎の管理、情報システムや統計調査など多くの分野の事
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業がございますが、令和２年度におきましては、会計年度任用職員制度の導入などに伴い、給

与費等に全体的な増額があったことに加え、国勢調査の実施により、項５統計調査費が増額と

なっております。一方で、参議院議員選挙などの終了により、項４選挙費が大きく減額となっ

たことなどにより、ほぼ前年度と同額の11億9,046万2,000円を計上いたしました。 

 款３民生費は、医療や介護、障害給付などの社会福祉費、児童手当や保育所の運営などの児

童福祉費が主なものでございます。令和２年度におきましては、障害福祉サービスの増額など

に伴い、項１社会福祉費が増額、民間保育所委託料の減額などに伴い、項２児童福祉費は減額

となっておりまして、前年度より210万4,000円増額の34億7,476万4,000円を計上いたしました。 

 款４衛生費は、予防対策事業や上水道経営健全化事業、広域市町村圏組合清掃施設運営負担

金などが主な事業でございますが、令和２年度におきましては、災害廃棄物処理に関する計画

の策定や、健康づくり推進総合計画の中間評価を行うことなどにより、項１保険衛生費、項２

清掃費ともに増額となりまして、前年度より1,962万1,000円増額の５億8,316万2,000円を計上

いたしました。 

 款５農林水産業費は、農業振興事業や土地改良推進事業、農業委員会の運営などが主な事業

となっております。令和２年度におきましては、土地改良費の減額などによりまして、前年度

より1,293万3,000円減額の１億4,362万1,000円を計上いたしました。 

 款６商工費は、商工業振興事業や消費生活対策事業が主な事業でございますが、令和２年度

におきましては、ふるさと納税返礼品購入費の増額や、会計年度任用職員制度の導入などによ

りまして、前年度より838万6,000円増額の4,105万7,000円を計上いたしました。 

 款７土木費は、道路、橋梁の新設や維持管理、公園や町営住宅、上里ゴルフ場の運営などが

主な事業となっております。令和２年度におきましては、児玉工業団地アクセス道路事業に係

る物件補償費の増額や、神保原駅南北自由通路改修に係るＪＲ負担金の増額などに伴い、第２

項道路橋梁費や第４項都市計画費が増額となったことによりまして、前年度より１億3,773万

2,000円増額の７億7,667万4,000円を計上いたしました。 

 10ページを御覧ください。 

 款８消防費は、広域市町村圏組合消防費負担金や災害対策事業、消防団運営事業などが主な

事業となっております。令和２年度におきましては、防災行政無線戸別受信機の購入や、国土

強靭化地域計画の策定などにより、前年度より5,081万4,000円増額の５億6,652万5,000円を計

上いたしました。 

 款９教育費は、小中学校の管理や教育振興、学校給食組合への負担金などに加え、社会教育、

スポーツの推進や町民体育館、郷土資料館の管理運営など、多岐にわたる事業を実施しており

ます。令和２年度におきましては、会計年度任用職員制度の導入などによりまして、項１教育
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総務費が増額となりましたが、神保原小学校や賀美小学校、北中学校の大規模改修、上里中学

校夜間照明更新工事の終了に伴い、項２小学校費や項３中学校費、項５保健体育費が大きく減

額となったことなどによりまして、前年度より２億7,055万9,000円減額の９億7,766万8,000円

を計上いたしました。 

 款10公債費は、空の杜保育園建設や、防災行政無線デジタル化事業の償還開始などに伴い、

前年度より4,410万8,000円増額の９億4,478万3,000円を計上いたしました。 

 款11諸支出金は、基金運用利子の積立てが主なもので、現在の基金の運用状況から、前年度

より45万6,000円減額の71万7,000円を計上いたしました。 

 款12予備費は、前年度と同額の2,000万円を計上いたしました。 

 歳出合計は、歳入合計と同額の88億2,780万円となっております。 

 次に、11ページは、「第２表 債務負担行為」でございます。 

 公共用地先行取得事業は、令和２年度に上里町などの依頼に基づき、土地開発公社が先行取

得する場合の用地取得に要する費用の債務負担行為でございます。 

 農業近代化資金利子補給は、令和２年度の資金貸付けによる利子補給に係る債務負担行為で

ございます。 

 総合振興計画策定支援業務委託は、期間を令和２年度から令和３年度まで、限度額を665万

6,000円とする債務負担行為でございます。 

 次に、12ページを御覧ください。「第３表 地方債」でございます。 

 庁舎管理事業は920万円の限度額となっております。 

 次に、道路維持補修事業540万円、道路新設改良事業5,570万円、児玉工業団地アクセス道路

事業6,940万円は、土木関係の地方債としてそれぞれ限度額を定めるものでございます。 

 災害対策事業は、防災行政無線デジタル化事業に係る地方債でございます。消防関係の地方

債として１億5,770万円を限度額とするものでございます。 

 小学校管理運営事業は、校舎棟の改修設計業務などに係る地方債、公民館管理運営事業は、

中央公民館の修繕工事に係る地方債でございます。教育関係の地方債としてそれぞれ2,050万

円、380万円を限度額とするものでございます。 

 臨時財政対策債は、国の地方債計画などにより３億2,000万円の限度額といたしました。 

 合計で６億4,170万円となっております。 

 起債の方法につきましては、普通貸借、または証券発行によるものとし、利率は４％以内と

いたしますが、ただし書きで利率見直し方式で借り入れる政府資金及び地方公共団体金融機構

について、利率の見直しを行った後においては、当該見直し後の利率と規定しております。 

 償還の方法につきましては記載のとおりでございます。 



 

－196－ 

 以上、令和２年度の予算編成方針及び一般会計の提案説明とさせていただきます。 

 慎重御審議の上、御議決賜りますようお願い申し上げます。 

 続きまして、御提案申し上げました議案第25号 令和２年度上里町国民健康保険特別会計予

算について御説明を申し上げます。 

 予算書の15ページを御覧ください。 

 令和２年度上里町国民健康保険特別会計の予算は次に定めるところによります。 

 第１条歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ28億1,407万円と定め、歳入歳出予算の款

項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」によると規定するものでござ

います。 

 第２条一時借入金でございますが、地方自治法第235条の３第２項の規定による一時借入金

の借入れの総額は5,000万円と定めるものでございます。 

 第３条歳出予算の流用でございますが、地方自治法第220条第２項ただし書きの規定により、

歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、保険給付費及び国民健康保険事

業費納付金の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経

費の各項の間の流用と規定するものでございます。 

 続きまして、国民健康保険特別会計の概要について御説明を申し上げます。 

 令和２年度は、国保広域化の３年目となります。引き続き上里町は、埼玉県と共同保険者と

なり、県が定める運営方針に基づき、共通の認識の基に安定的な運営を図ってまいります。 

 埼玉県が財政運営の責任主体となり、安定的な財政運営や効率的な事業の確保など、国保運

営の中心的な役割を担い、制度の安定化を図っております。町は、地域住民と身近な関係の中、

資格管理、保険給付、保険税率の決定、賦課徴収といった業務を担ってまいります。 

 16ページを御覧ください。 

 第１表歳入歳出予算でございます。 

 初めに、歳入について御説明を申し上げます。 

 款１国民健康保険税は、一般被保険者及び退職被保険者など医療給付費分、後期高齢者支援

金分、介護納付金分の現年課税分と滞納繰越分になります。前年度より379万2,000円減額の５

億6,740万2,000円を計上いたしました。減額の主な要因は、被保険者数の減少などにより減額

が見込まれております。 

 なお、保険税率などは、令和元年12月議会の際に御議決賜りました国民健康保険税条例に基

づいたものとなってございます。 

 款２使用料及び手数料は、国民健康保険の資格証明手数料及び国民健康保険税の督促手数料

について、科目設定として2,000円を計上いたしました。 
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 款３国庫支出金は、災害臨時特例補助金について、科目設定として1,000円を計上いたしま

した。 

 款４県支出金は、交付金として、保険給付費など交付金などが、前年度より1,273万2,000円

減額の19億7,715万6,000円を計上いたしました。減額の主な要因は、県の推計により、町の歳

出である保険給付費の減額が見込まれていることから、普通交付金につきましても同程度の減

額となっております。 

 款５財産収入は、国保基金の利子収入について科目設定とし、1,000円を計上いたしました。 

 款６繰入金は、保険基盤安定分や、職員給与費などに対する一般会計や国保基金からの繰入

金などでございます。前年度より2,688万1,000円減額の２億6,449万7,000円を計上いたしまし

た。減額の主な要因は、その他一般会計繰入金の減額によるものでございます。 

 款７繰越金は、前年度と同様に科目設定として1,000円を計上いたしました。 

 款８諸収入は、国民健康保険税の延滞金や過料、預金利子、雑入などで、前年度と同様の

501万円を計上いたしました。 

 歳入合計は28億1,407万円になりまして、前年度より4,340万5,000円の減額となっておりま

す。 

 次に、17ページを御覧ください。 

 歳出につきまして御説明を申し上げます。 

 款１総務費は、7,206万2,000円を計上いたしました。 

 項１総務管理費は、職員給与費、レセプト点検員給与費、電算事務委託などの事務経費や、

埼玉県国保連合会に対する負担金などで6,824万9,000円を計上いたしました。 

 項２徴税費は、国民健康保険税の賦課徴収に係る事務経費として329万9,000円を計上いたし

ました。 

 項３運営協議会費は、国民健康保険運営協議会の委員報酬などの事務経費29万3,000円を計

上いたしました。 

 項４趣旨普及費につきましては、エイズ予防対策やインフルエンザ予防対策のパンフレット

代など22万1,000円を計上いたしました。 

 款２保険給付費は、前年度より1,367万2,000円減額の19億3,449万円を計上いたしました。 

 項１療養諸費は、一般被保険者及び退職被保険者などの療養給付費、療養費及び審査支払手

数料となりまして、16億8,794万3,000円を計上いたしました。 

 項２高額医療費は、一般被保険者、退職被保険者などを含め、２億3,301万2,000円を計上い

たしました。 

 項３移送費は、病気やけがなどのため移動が困難な患者が、医師の指示により入院や転院し
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た場合に審査を行って、必要と認めた場合に支給するものでございまして、10万9,000円を計

上いたしました。 

 項４出産育児諸費は、出産育児一時金などで1,092万6,000円を計上いたしました。 

 項５葬祭諸費は、葬祭費交付金として250万円を計上いたしました。 

 これら保険給付費は、県が示す上里町の医療費推計により計上するものでございますが、全

体的に減額となってございます。主な要因といたしましては、被保険者数の減少によるもので

ございます。 

 款３国民健康保険事業費納付金は、県全体で必要な保険給付費を交付金として支払うために

上里町が負担する分の納付金で、県から示された決定額によるものでございます。前年度より

3,440万4,000円減額の７億4,929万7,000円を計上いたしました。減額の主な要因は、被保険者

数の減少が見込まれることにより、県全体の納付額が減額となっていることから、これに応じ

て上里町の納付金額に影響があったものでございます。 

 款４共同事業拠出金は、国保連合会への退職医療制度の対象者把握のための拠出金として

1,000円を計上いたしました。 

 款５保健事業費は、5,041万9,000円を計上いたしました。 

 項１保健事業費は、健康づくりのための講師謝礼や、人間ドックなどの予防検診補助金とし

て2,114万9,000円を計上いたしました。 

 項２特定健康診査等事業費は、集団健診や個別健診の経費として2,927万円を計上いたしま

した。 

 款６基金積立金は、国民健康保険財政調整基金への積立金として2,000円の科目設定となり

ます。 

 款７諸支出金は、479万9,000円を計上いたしました。 

 主な内容ですが、項１償還金及び還付加算金は、一般被保険者と退職被保険者の保険税還付

金、還付加算金、過年度の保険給付費交付金償還金の科目設定などで479万8,000円を計上いた

しました。 

 項２繰出金は、1,000円の科目設定になります。 

 款８予備費は、前年度と同額の300万円を計上いたしました。 

 18ページを御覧ください。 

 歳出合計は、歳入と同額28億1,407万円となっております。 

 以上、令和２年度上里町国民健康保険特別会計予算の提案説明とさせていただきます。 

 慎重御審議の上、御議決賜りますようお願い申し上げます。 

 続きまして、御提案申し上げました議案第26号 令和２年度上里町介護保険特別会計予算に
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ついて御説明をさせていただきます。 

 予算書の21ページを御覧ください。 

 令和２年度上里町介護保険特別会計の予算は、次に定めるところによります。 

 第１条歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ18億3,757万2,000円と定め、歳入歳出予算

の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」によると規定するもので

ございます。 

 第２条一時借入金でございますが、地方自治法第235条の３第２項の規定による一時借入金

の借入れの最高額は5,000万円と定めるものでございます。 

 第３条歳出予算の流用でございますが、地方自治法第220条第２項ただし書きの規定により、

歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、保険給付費の各項に計上された

予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項間の流用と規定するも

のでございます。 

 続きまして、介護保険特別会計の概要について御説明を申し上げます。 

 22ページを御覧ください。 

 第１表歳入歳出予算でございます。 

 初めに、歳入について御説明いたします。 

 款１介護保険料は、現年賦課分４億6,289万7,000円、滞納繰越分237万6,000円を見込みまし

て、前年度より521万2,000円増額の４億6,527万3,000円を計上いたしました。 

 款２国庫支出金は、前年度より159万7,000円減額の３億3,832万7,000円を計上いたしました。 

 項１国庫負担金は、保険給付費に厚生労働大臣が定める係数に乗じた額で２億9,615万2,000

円を計上いたしました。 

 項２国庫補助金は、調整交付金や地域支援事業交付金等になりまして、4,217万5,000円を計

上いたしました。 

 款３支払基金交付金は、介護給付費と地域支援事業費の27％が社会保険診療報酬支払基金か

ら一律に第２号被保険者分として交付されるもので、前年度より132万7,000円減額の４億

6,637万2,000円を計上いたしました。 

 款４県支出金は、前年度より290万3,000円減額の２億5,871万1,000円を計上いたしました。 

 項１県負担金は、県知事が定める係数を保険給付費に乗じた額で、２億4,564万4,000円を計

上いたしました。 

 項２県補助金は、地域支援事業交付金で1,306万7,000円を計上いたしました。 

 款１から款４の減額に関しましては、保険給付費等の減によるものとなっております。 

 款５繰入金は、前年度より1,049万7,000円増額の３億886万2,000円を計上いたしました。 
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 項１一般会計繰入金は、保険給付費、地域支援事業費、低所得者保険料軽減分の町負担分及

び一般会計からの事務費分で、３億886万1,000円を計上いたしました。 

 項２基金繰入金は、科目設定として1,000円を計上いたしました。 

 款５の増額に関しましては、事務費分の増額が主な理由となっております。 

 款６繰越金は、科目設定として1,000円を計上しております。 

 款７諸収入は、２万6,000円を計上し、項１延滞金加算金及び過料は、前年同様1,000円の科

目設定、項２雑入は、第三者納付金等で２万5,000円を計上いたしました。 

 歳入合計は18億3,757万2,000円になりまして、前年度より988万4,000円の増額となっており

ます。 

 次に、23ページを御覧ください。 

 歳出につきまして御説明を申し上げます。 

 款１総務費は、前年度より911万3,000円増額の7,517万8,000円を計上いたしました。 

 項１総務管理費は、職員の給与費、事務経費などで4,538万3,000円、項２徴収費は、介護保

険料の賦課徴収に係る事務経費として220万4,000円、項３介護認定審査調査費は、介護認定審

査に係る事務経費、介護認定調査員の給料等として2,735万7,000円、項４趣旨普及費は、町民

への介護保険制度の周知に使用するパンフレットの購入費として23万4,000円をそれぞれ計上

してございます。 

 款２保険給付費は、前年度より613万5,000円減額の16億6,707万4,000円を計上いたしました。 

 項１介護サービス等諸費は、要介護１から５の被保険者が受けるサービス費のうち、保険者

が負担するもので、15億3,483万円、項２介護予防サービス等諸費は、要支援１、２の被保険

者が受けるサービス費のうち、保険者が負担するもので、4,015万1,000円、項３高額サービス

費は3,051万4,000円、項４高額医療合算介護サービス等費は699万7,000円、項５審査支払手数

料は、国民健康保険団体連合会に支払う手数料で89万5,000円、項６特定入所者介護サービス

等費は5,368万7,000円をそれぞれ計上いたしました。 

 款３基金積立金は、497万2,000円を計上いたしました。 

 款４地域支援事業費は、前年度より193万5,000円増額の8,914万5,000円を計上いたしました。 

 項１包括的支援事業・任意事業費は2,891万円、項２介護予防・日常生活支援総合事業費は

6,023万5,000円をそれぞれ計上いたしました。 

 款５諸支出金は、前年度と同額の70万3,000円を計上いたしました。 

 項１償還金及び還付加算金は70万2,000円を計上し、項２操出金は1,000円の科目設定となり

ます。 

 款６予備費は、前年度同様50万円を計上いたしました。 
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 歳出合計は、歳入合計と同額の18億3,757万2,000円となっております。 

 以上、令和２年度上里町介護保険特別会計予算の提案説明とさせていただきます。 

 慎重御審議の上、御議決賜りますようお願い申し上げます。 

 引き続きまして、御提案申し上げました議案第27号 令和２年度上里町後期高齢者医療特別

会計予算について御説明いたします。 

 予算書の27ページをお開きください。 

 令和２年度上里町後期高齢者医療特別会計の予算は、次に定めるところによります。 

 第１条歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３億1,095万8,000円と定め、歳入歳出予算

の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」によると規定するもので

ございます。 

 続きまして、後期高齢者医療特別会計の概要について御説明させていただきます。 

 28ページを御覧ください。 

 第１表歳入歳出予算でございます。 

 初めに、歳入について御説明申し上げます。 

 款１後期高齢者医療保険料は、現年度分と滞納繰越分を含め、前年度より1,410万9,000円増

額の２億2,035万5,000円を計上いたしました。予算編成に当たって、保険者である埼玉県後期

高齢者医療広域連合において見込まれた数値を基に計上いたしました。県広域連合では、令和

２年度、３年度の保険料の改定により、所得割率の増と賦課限度額の引上げ、また、均等割軽

減の判定所得の拡大を行いました。この結果、県全体の１人当たり保険料は７万7,595円とな

っております。 

 町の予算編成に当たっては、１人当たりの保険料見込額は５万9,726円、被保険者数を3,701

人で見込んだ保険料に予定収納率99.2％で算出しております。増額の主な要因は、所得割率の

増、賦課限度額の引上げ、また、保険料の軽減特例の見直しによる影響が挙げられます。 

 款２使用料及び手数料は、保険料の納付証明手数料として1,000円を計上いたしました。 

 款３繰入金は、一般会計からの繰入金で、前年度より352万3,000円増額の7,783万5,000円を

計上いたしました。広域連合への事務費分、保険基盤安定繰入金分となります。 

 款４繰越金は、令和元年度の繰越金として50万円を計上いたしました。 

 款５諸収入は、1,226万7,000円を計上いたしました。 

 項１延滞金、加算金及び過料と項２預金利子は、科目設定となります。 

 項３受託事業収入は、町が実施する健康診査に係る広域連合からの受託料でございます。 

 項４雑入は、保険料の還付加算金や広域連合からの補助金などとなっております。 

 歳入合計は、３億1,095万8,000円になりまして、前年度より2,026万5,000円の増額となって
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おります。 

 次に、29ページを御覧ください。 

 歳出について御説明いたします。 

 款１総務費は、1,913万6,000円を計上いたしました。 

 項１総務管理費は、健康診査のための委託料、人間ドック補助金や事務経費などとなります。 

 項２徴収費は、後期高齢者医療保険料の賦課徴収に係る事務経費となります。 

 款２後期高齢者医療広域連合納付金は、前年度より1,604万9,000円増額の２億9,041万円を

計上いたしました。主な内容は、広域連合の共通経費負担金、保険料分の納付金、保険基盤安

定分などとなっておりまして、増額の主な要因は、保険料負担分の増によるものでございます。 

 款３諸支出金は、保険料の還付金及び還付加算金、一般会計への操出金として91万2,000円

を計上いたしました。 

 款４予備費は、前年度と同額の50万円を計上いたしております。 

 歳出合計は、歳入合計と同額の３億1,095万8,000円となっております。 

 以上、令和２年度上里町後期高齢者医療特別会計予算の提案説明とさせていただきます。 

 慎重御審議の上、御議決賜りますようお願いを申し上げます。 

○議長（新井 實君） 暫時休憩いたします。再開は午前10時15分からといたします。 

午前９時５５分休憩 

──────────────────────────────────── 

午前１０時１５分再開 

○議長（新井 實君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 提案理由の説明及び議案の説明を続行いたします。 

 副町長。 

〔副町長 江原洋一君発言〕 

○副町長（江原洋一君） 御提案申し上げました議案第28号 令和２年度上里町農業集落排水

事業特別会計予算について御説明申し上げます。 

 予算書の33ページをお願いいたします。 

 令和２年度上里町農業集落排水事業特別会計予算は、次に定めるところによります。 

 第１条歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ1,826万2,000円と定め、歳入歳出予算の款

項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」によると規定するものでござ

います。 

 34ページを御覧ください。 

 第１表歳入歳出予算でございます。 
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 初めに、歳入について御説明を申し上げます。 

 款１分担金及び負担金は、農業集落排水施設の接続に伴う受益者分担金で、前年度と同額の

25万円を計上いたしました。 

 款２使用料及び手数料は、前年度より４万6,000円増額の255万1,000円を計上いたしました。 

 款３国庫支出金は、前年度より皆増の500万円を計上いたしました。機能強化対策事業の採

択を受けるための機能診断調査及び最適整備構想の策定に関する業務委託の財源として国庫補

助金を活用いたします。 

 款４繰入金は、一般会計からの繰入金といたしまして、前年度より346万5,000円減額の

1,036万円を計上いたしました。 

 款５繰越金は、前年度繰越金といたしまして、前年度と同額の10万円を計上いたしました。 

 款６諸収入は、預金利子として、前年度と同額の1,000円を計上いたしました。 

 歳入合計は、1,826万2,000円になりまして、前年度より158万1,000円増額となっております。 

 次に、35ページを御覧ください。 

 歳出につきまして御説明いたします。 

 款１事業費は、農業集落排水の施設、設備に係る維持管理事業費並びに機能強化対策事業の

採択を受けるための機能診断調査及び最適整備構想の策定に関する業務委託といたしまして、

前年度より158万1,000円増額の1,289万1,000円を計上いたしました。 

 款２公債費は、平成11年度から平成15年度までの借入金に対する償還金といたしまして、前

年度と同額の537万1,000円を計上いたしました。 

 歳出合計は、歳入合計と同額の2,826万2,000円となっております。 

 以上、令和２年度上里町農業集落排水事業特別会計予算の提案説明とさせていただきます。

慎重御審議の上、御議決賜りますようお願い申し上げます。 

 続きまして、御提案申し上げました議案第29号 令和２年度上里町水道事業会計予算につい

て御説明申し上げます。 

 予算書の39ページをお開きください。 

 第１条令和２年度上里町水道事業会計予算は、次に定めるところによります。 

 第２条業務の予定量は、次のとおりとするものでございます。 

 給水戸数は１万3,106戸を予定しております。 

 年間給水量は366万1,000立方メートルでございます。 

 １日平均給水量は１万30立方メートルでございます。 

 主な建設改良事業は、配水管布設工事等で4,538万1,000円、老朽管更新事業で5,205万円で

ございます。 
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 第３条収益的収入および支出の予定額は、次のとおりと定めるものでございます。 

 収益的収入ですが、第１款事業収益は、５億7,832万2,000円になります。前年度より2,839

万1,000円の増額となります。 

 内訳でございますが、第１項給水収益の柱である水道料金や加入金などの営業収益は５億

1,183万8,000円で、前年度より403万3,000円の増額となります。 

 第２項他会計補助金や長期前受金戻入などの営業外収益は6,648万3,000円で、前年度より

2,435万8,000円の増額となります。 

 第３項特別利益は、1,000円で科目設定でございます。 

 次に、収益的支出でございますが、第１款事業費は５億1,784万6,000円になります。前年度

より808万2,000円の減額となります。 

 内訳でございますが、第１項水道施設の維持管理や減価償却費などの営業費用は６億6,194

万1,000円で、前年度より1,033万5,000円の減額となります。 

 第２項企業債利息や消費税納付などの営業外費用は4,790万5,000円で、前年度より25万

3,000円の増額となります。 

 第３項不能欠損などの特別損失は400万円で、前年度と同額になります。 

 第４項予備費は400万円で、前年度より200万円の増額となります。 

 40ページを御覧ください。 

 第４条は、資本的収入及び支出の予定額を次のとおりと定めるもので、資本的収入額が資本

的支出額に対し不足する額１億9,255万7,000円は、当年度分消費税及び地方消費税、資本的収

支調整額698万7,000円及び当年度分損益勘定留保資金１億3,381万6,000円及び繰越利益剰余金

処分額5,175万4,000円で補塡するものでございます。 

 資本的収入でございますが、第１款の資本的収入は２億839万9,000円で、前年度よりも

6,092万5,000円の増額となります。 

 内訳でございますが、第１項企業債１億4,370万円で、前年度よりも5,670万円の増額となり

ます。 

 第２項補助金3,593万9,000円で、前年度より418万6,000円の減額となります。 

 第３項負担金2,876万円で、前年度より841万1,000円の増額となります。 

 次に、支出でございますが、第１款の資本的支出は４億95万6,000円で、前年度より622万

3,000円の増額となります。 

 内訳でございますが、第１項水道管布設工事や浄水場工事などの建設改良費は１億1,557万

1,000円で、前年度より867万7,000円の増額となります。 

 第２項企業債償還金は２億8,538万5,000円で、前年度より245万4,000円の減額となります。 
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 41ページを御覧ください。 

 第５条は企業債で、起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は次のとおり定

めるものでございます。 

 起債の目的は、建設改良事業に限度額8,370万円、資本費平準化債に限度額6,000万円の合計、

１億4,370万円でございます。 

 起債の方法、利率及び償還の方法は、いずれも記載のとおりでございます。 

 第６条一時借入金の限度額は、１億5,000万円と定めるものでございます。 

 第７条予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定めるも

のでございます。１といたしまして営業費用、営業外費用及び特別損失間の流用、２といたし

まして建設改良費、企業債償還金の間の流用でございます。 

 42ページをお開きください。 

 第８条は、議会の議決を経なければ流用することのできない経費を定めたもので、職員給与

費5,316万5,000円、交際費１万円については、その経費の金額をそれ以外の経費の金額に流用

し、またはそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければなら

ないと規定するものでございます。 

 第９条繰越利益剰余金のうち5,175万4,000円を減債積立金に処分するものでございます。 

 第10条棚卸資産の購入限度額は、543万6,000円と定めるものでございます。 

 以上、令和２年度上里町水道事業会計予算の提案説明とさせていただきます。 

 慎重御審議の上、御議決賜りますようお願い申し上げます。 

 続きまして、御提案申し上げました議案第30号 令和２年度上里町下水道事業会計予算につ

いて御説明申し上げます。 

 恐れ入ります、予算書45ページをお願いいたします。 

 第１条令和２年度上里町下水道事業会計予算は、次に定めるところによります。 

 第２条業務の予定量は、次のとおりとするものでございます。 

 接続戸数につきましては990戸を予定してございます。 

 年間有収水量は38万1,042立方メートルでございます。 

 １日平均有収水量は1,044立方メートルでございます。 

 主な建設改良事業は、汚水管渠築造事業で8,180万7,000円でございます。 

 第３条収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定めるものでございます。 

 収益的収入は、第１款下水道事業収益は２億4,201万7,000円になります。前年度より881万

8,000円の減額となります。 

 内訳でございますが、第１項下水道使用料と他会計負担金などの営業収益は7,743万4,000円
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で、前年度より1,443万2,000円の減額となります。 

 第２項他会計補助金や長期前受金戻入などの営業外収益は１億6,458万2,000円で、前年度よ

り561万4,000円の増額となります。 

 第３項特別利益は1,000円で、科目設定となります。 

 次に、収益的支出でございますが、第１款下水道事業費用は２億3,562万7,000円で、前年度

より1,431万4,000円の減額となります。 

 内訳でございますが、第１項管渠維持管理費や減価償却費などの営業費用は１億9,207万

9,000円で、前年度より1,237万3,000円の減額となります。 

 第２項企業債利息などの営業外費用は4,254万7,000円で、前年度より194万1,000円の減額と

なります。 

 第３項特別損失は1,000円で、科目設定となっております。 

 第４項予備費は100万円で、前年度と同額でございます。 

 46ページをお開きください。 

 第４条資本的収入及び支出の予定額を次のとおり定めるもので、資本的収入額が資本的支出

額に対し不足する額8,365万4,000円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額834

万円及び過年度分損益勘定留保資金970万6,000円及び当年度分損益勘定留保資金6,560万8,000

円で補塡するものでございます。 

 資本的収入でございますが、第１款の資本的収入は１億9,291万7,000円になります。前年度

より7,256万7,000円の増額となります。 

 内訳といたしましては、第１項企業債は１億2,400万円で、前年度より3,360万円の増額とな

ります。 

 第２項国庫補助金は1,600万円で、前年度と同額になります。 

 第３項負担金及び分担金は367万7,000円で、下水道受益者負担金になります。前年度より33

万9,000円の減額となります。 

 第４項出資金は3,212万1,000円で、一般会計からの出資になります。前年度より2,230万

7,000円の増額となります。 

 第５項他会計補助金は1,711万9,000円で、一般会計からの補助金になります。前年度より

1,699万9,000円の増額となります。 

 次に、支出でございますが、第１款の資本的支出は２億7,657万1,000円で、前年度より

7,049万円の増額となります。 

 内訳でございますが、第１項建設改良費は１億6,465万8,000円で、前年度より6,421万9,000

円の増額となります。 
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 第２項企業債償還金は１億1,191万3,000円で、前年度より627万1,000円の増額となります。 

 47ページをお願いいたします。 

 第５条は企業債で、起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は次のとおりと

定めるものでございます。 

 起債の目的は、公共下水道事業に限度額9,190万円、流域下水道事業建設負担金に限度額

3,210万円、合計１億2,400万円でございます。 

 起債の方法、利率及び償還の方法は、いずれも記載のとおりでございます。 

 第６条一時借入金の限度額は、１億5,000万円と定めるものでございます。 

 第７条予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定めるも

のでございます。営業費用、営業外費用及び特別損失間の流用、建設改良費、企業債償還金の

間の流用、この２つでございます。 

 48ページを御覧ください。 

 第８条は、議会の議決を経なければ流用することのできない経費を定めたもので、職員給与

費2,774万7,000円については、その経費の金額をそれ以外の経費の金額に流用し、またはそれ

以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならないと規定する

ものでございます。 

 以上、令和２年度上里町下水道事業会計予算の提案説明とさせていただきます。 

 慎重御審議の上、御議決を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（新井 實君） 次に、担当課長より詳細説明を求めます。 

 なお、着座にての説明を許可いたします。 

 総合政策課長。 

〔以下、上程中の議案について 総合政策課長 塚越敬介君補

足説明〕 

○議長（新井 實君） 以上をもちまして、令和２年度上里町一般会計予算について、令和２

年度上里町国民健康保険特別会計予算について、令和２年度上里町介護保険特別会計予算につ

いて、令和２年度上里町後期高齢者医療特別会計予算について、令和２年度上里町農業集落排

水事業特別会計予算について、令和２年度上里町水道事業会計予算について、令和２年度上里

町下水道事業会計予算についての提案理由の説明及び議案の説明を終わります。 

──────────────────◇────────────────── 

◎散  会 

○議長（新井 實君） 本日はこれをもって散会いたします。 

 大変御苦労さまでした。 
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午前１１時２８分散会 


